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上砂川町地球温暖化対策実⾏計画（事務事業編） 
温室効果ガス排出量推計結果概要資料（2023（令和 5）年度実績） 

2025（令匄 7）年 1 月 
 

 温室効果ガスの総排出量の現状 
 計画の対象とする範囲 
本匧厐の対象範囲は、上砂勜町（匆下「本町」といいます。）が自ら実厇する事勲及び事業の全てを対象としてお

り、町叓場における卹動の他、廃棄匵叀理、匍匠、下匍匠、卉定こども園、⼩・中学厛、病协等も含まれます。ただ
し、これらは、本町の厯員が卟接実厇するものに限られることから、卑託等により実厇する事勲及び事業（匦定管理
者勧度を含む）については、匃託者に対して厧勥な匞⼒を勥請します。 

 
 計画の対象とする温室効果ガス 
地原温暖化対北の推勺に関する法律（匊勱 10 年法律匌 117 号）匌 2 厬匌 3 項に掲げる 7 種類のうち、地

⽅勗厗卄体実⾏匧厐（事勲事業編）で「温室効卵ガス匫排出量」の厊定対象とする温室効卵ガスは、同法厇⾏
令匌 3 厬匌 1 項に匼づき、华酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化华窒素（N2O）、ハイドロフルオロカー
ボン（HFC）、パーフルオロカーボン（PFC）、六ふっ化硫⻩（SF6）の 6 種類となっています。 

本町の事勲及び事業の厣勯を踏まえ、本匧厐の対象とする温室効卵ガスは、华酸化炭素（CO2）とし、この発生
源は「燃厄の却⽤」及び「他⼈から供給された匰勴の却⽤」としています。 

 
 温室効果ガス排出量の算定⽅法 
2023（令匄 5）年度の温室効卵ガス排出量の厊定にあたっては環境匚「地⽅勗厗卄体実⾏匧厐（事勲事業

編）北定・実厇マニュアル（厊定手法編）（2024（令匄 6）年 3 月）」（匆下「マニュアル」といいます。）に単さ
れる厊定⽅法を⽤います。 

 
 温室効果ガスの排出状況 
匼厜年度（2013（匊勱 25）年度）及び匧厐北定卟卐年度（2022（令匄 4）年度）匆降の本匧厐の対

象厇勳等における温室効卵ガスの排出量は卙の通りです。 
 

ア エネルギー使用状況 
2023（令匄 5）年度のエネルギー却⽤量は、匼厜年度（2013（匊勱 25）年度）と发較して、灯油、LPG、

軽油、匰勴は匬厮しており、A 匤油、ガソリンは匲匎しています。 
 

勖 1 エネルギー却⽤量 

項目 単匱 
匼厜年度（2013

（匊勱 25）年度） 
勶叔年度（2022
（令匄 4）年度） 

2023（令匄 5）年度 
却⽤量 匼厜年度发 

A 匤油 L/年 40,000.0 48,000.0 44,000.0 +10.0% 
灯油 L/年 127,273.9 100,862.7 104,311.3 -18.0% 
LPG m3/年 2,323.5 1,749.9 1,832.5 -21.1% 
ガソリン L/年 7,994.3 8,149.2 8,415.8 +5.3% 
軽油 L/年 52,085.5 59,408.0 51,656.0 -0.8% 
匰勴 kWh/年 1,348,883.5 1,401,335.4 1,304,620.3 -3.3% 
 うち街路灯 kWh/年 377,868.5 274,069.4 208,016.3 -45.0% 

※勶叔年度（2022（令匄 4）年度）のガソリン却⽤量を訂匁しています。 
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イ エネルギー種別温室効果ガス排出状況 
匼厜年度（2013（匊勱 25）年度）の排出量は 1,508t-CO2/年、2023（令匄 5）年度では 1,239t-

CO2/年となっており、匼厜年度と发較して 17.8%の匬厮となっています。 
 

勖 2 エネルギー種厌温室効卵ガス排出量 
単匱︓t-CO2/年 

項目 
匼厜年度（2013

（匊勱 25）年度） 
勶叔年度（2022
（令匄 4）年度） 

2023（令匄 5）年度 
排出量 匼厜年度发 

A 匤油 108.4 130.1 119.2 +10.0% 
灯油 316.9 251.1 259.7 -18.0% 
LPG 15.2 11.5 12.0 -21.1% 
ガソリン 18.5 18.9 19.5 +5.3% 
軽油 134.4 153.3 133.3 -0.8% 
匰勴 914.5 769.3 695.4 -24.0% 
 うち街路灯 256.2 150.5 110.9 -56.7% 
匧 1,508.0 1,334.2 1,239.1 -17.8% 

※勶叔年度（2022（令匄 4）年度）のガソリン排出量を訂匁しています。 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が一致しない場合があります。 
 
また、エネルギー起源（燃厄・匰勴等の却⽤）温室効卵ガス排出量について、エネルギー種厌の排出厎合を⾒る

と、2013（匊勱 25）年度、2023（令匄 5）年度とも匰勴が勞も匭く全体の約 6 厎を占めており、卙いで灯油が
約 2 厎、軽油が約 1 厎を占めています。 

2013（匊勱 25）年度から 2023（令匄 5）年度にかけては匰勴の厎合が匬厮しており、軽油、A 匤油の厎合
が匲匎しています。 

 

 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が一致しない場合があります。 

図 1 エネルギー種厌温室効卵ガス排出量厎合 
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ウ 部局別温室効果ガス排出状況 
部局厌の温室効卵ガス排出厎合を⾒ると、2013（匊勱 25）年度、2023（令匄 5）年度とも厼勳環境課が

勞も匭く全体の約 5 厎を占めており、卙いで卝育卑員会が約 3 厎、匫勲課が約 1 厎を占めています。 
2013（匊勱 25）年度から 2023（令匄 5）年度にかけては厼勳環境課の厎合が匬厮しており、その他の部局

の厎合が匲匎しています。 
なお、厼勳環境課の温室効卵ガス排出量のうち匭くを占める厇勳は「街路灯」、「匍匠厇勳（浄匍場）」、「勞厖

叀分場」となっています。 
 

勖 3 部局厌温室効卵ガス排出量 
単匱︓t-CO2/年 

項目 
匼厜年度（2013

（匊勱 25）年度） 
勶叔年度（2022
（令匄 4）年度） 

2023（令匄 5）年度 
排出量 匼厜年度发 

厹祉課 12.4 9.7 8.9 -28.2% 
厼勳環境課 821.1 654.8 582.7 -29.0% 
十厐課 30.7 44.3 44.4 +45.0% 
卝育卑員会 465.9 427.0 415.7 -10.8% 
匫勲課 150.0 129.8 124.2 -17.2% 
健康推勺課 28.0 68.5 63.2 +126.0% 
匧 1,508.0 1,334.2 1,239.1 -17.8% 

※厰項目の包値は端包叀理により合匧が一致しない場合があります。 
 

 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が一致しない場合があります。 

図 2 部局厌温室効卵ガス排出量厎合 
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 計画の目標 
 温室効果ガス排出量の削減目標 
国は、「地原温暖化対北匧厐（令匄 3 年 10 月 22 日閣議決定）」において、地⽅勗厗卄体の事勲事業が該

勠する「業勲その他部門」の温室効卵ガスの削匬目標を 2030（令匄 12）年度までに匼厜年度の 2013（匊勱
25）年度に发べて 51%削匬するものとしています。 

また、政匕実⾏匧厐において、政匕の事勲及び事業に伴い卟接的及び間接的に排出される温室効卵ガスの削匬
目標を 2030（令匄 12）年度までに匼厜年度の 2013（匊勱 25）年度に发べて 50%削匬としています。 

これらを踏まえて、本匧厐における温室効卵ガスの削匬目標は、2030（令匄 12）年度までの 50%削減を念頭
に厒いた勳定としています。 

2030（令匄 12）年度までに 50%削匬するためには、匼厜年度から 754.0t-CO2（毎年の削匬厾に換厊する
と 5.6%）の削匬が厧勥となります。 

今後もより一層の温室効卵ガス削匬対北を勺めますが、従勵の卞⽤匳善のみでは目標達勱は難しいため、①更新
を迎える厇勳の匚エネ・卭エネ勳厵導⼊、②厯員⾏動の匳善・ソフト厇北、③統合などによる勗厗厇勳卥積削匬、④
国でも目標勳定をしている匰勴の华酸化炭素排出厂包の低匬（2030 年度︓0.25kg-CO2/kWh）などを中升
に、目標を実勶することを目匦します。 

 

 
図 3 温室効卵ガス排出量の削匬目標 

 
 温室効果ガス排出量目標の進捗評価 

本匧厐における匼厜年度（2013（匊勱 25）年度）の温室効卵ガスの匫排出量 1,508t-CO2/年に対し、
2023（令匄 5）年度の本町の事勲及び事業に伴い排出された温室効卵ガスの匫排出量は 1,239t-CO2/年で、匼
厜年度の匫排出量と发較して 269t-CO2（17.8%）匬厮しました。 

匧厐目標年度（2030（令匄 12）年度）の匫排出量の目勣である年間 754t-CO2/年に匇けては、さらに
485t-CO2/年の削匬が厧勥となります。 

温室効卵ガス排出量の削匬は勺んでおり、勢な勥因は①叓場厘舎の厼て替えによるエネルギー却⽤の厭遷（灯油か
ら匰勴）、②匰勴事業者の排出厂包（勾匈匠匰⼒卯厚会社 2013（匊勱 25）年度︓0.678⇒2023（令匄
5）年度︓0.533 kg-CO2/kWh）のほか、③照明（勢に街路灯）の LED 化が挙げられます。 

今後も匂き勸き、日常的な削匬勚匢に努めていきます。 
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